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研究成果の概要（和文）：乳がん患者に対して、Purpose in life test（以下PIL テスト）をてがかりとした看
護介入を実施したところ、予期的不安が軽減されることが示された。看護介入の評価面談結果から、今をどう生
きるかが意識されたことで不安が軽減され、予期的不安が変化しなかったことが考えられた。看護師は、介入が
患者の内面を引き出すツールとして有効であると認識していたが、放射線療法中の看護として、導入することへ
の抵抗もみられた。看護師がこの介入を活用するには、緩和ケアの知識やコミュニケーションスキルの獲得、マ
ンパワーの確保が必要との意見があり、臨床での活用を可能にする教育の方向性が示唆された。　　　

研究成果の概要（英文）：Nursing interventions based on the Purpose in life test (PIL test) were 
performed for breast cancer patients. As a result, it was shown that anticipatory anxiety was 
reduced. From the results of the evaluation interview of nursing intervention, it was considered 
that anxiety was alleviated and anticipatory anxiety did not change because of awareness of how to 
live now. Nurses recognized that the intervention was an effective tool to bring out the inner side 
of the patient. However, there was some resistance to introducing it as nursing during radiation 
therapy. There was an opinion that nurses need to acquire knowledge of palliative care, 
communication skills, and secure manpower in order to utilize this intervention. From these, the 
direction of education that enables clinical utilization was suggested.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
外来で放射線療法中のがん患者への精神心理的問題への介入を検討した研究は少ない。
今回、本介入において放射線治療中の乳がん患者の不安の軽減の一助となることが示唆された。また、患者から
の評価面談から、患者が意味の探索や意味をみいだす支援として有用であることが考えられた。よって、外来で
放射線療法を受ける乳がん患者の時間的制限があるという状況の中で、早期からの緩和ケアとなりうる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
乳がんは、女性の罹患数で第１位であり 40～60歳代に発症し 1)、かつ通院で放射線療法を実

施する代表的な疾患である。そして、他のがんに比べ、心理的にも適応障害や抑うつ状態に陥る

人が多い 2）と報告されている。手術によってボディイメージが変化することで自己概念の変更

を迫られること、乳房温存術後の放射線療法が、術後できるだけ早期に開始することが勧められ

ている 3）ことから、気持ちの整理もつかないままに、放射線療法を受けている患者も多い。こ

のようなことから、「乳房温存療法を受ける乳癌患者の心理的適応を促進させる為には、放射線

治療終了前後に患者が新たな目標を見出し、変化に対する心の準備ができるよう」支援する必要

性が示唆されている 4）。 我々は、外来で放射線療法を受けるがん患者に対する精神心理的援助

として、Purpose in Life Tests（以下、「PILテスト」とする)を用いた看護介入プログラムを考

え、介入を試みた 5）。その結果、乳がん患者では、QOL心理/精神得点において、開始時より終

了後、終了 3 ヵ月後に改善がみられ、PIL テストを手がかりとした看護介入の効果が示唆され

た。これらの結果から、PIL テストを手がかりとした看護介入は、外来で放射線療法を受けるが

ん患者に対する精神心理的苦痛に対するケアとなりうると考えられた。その一方で、症例数の少

なさから、乳がん患者に対する有効性について更なる検討が必要であること、放射線治療部門で

看護師が PIL テストを手がかりとした援助を容易にするために、質問内容の検討やどのような

方法で行うことが適切かを検討していく必要性が課題としてあげられた。本研究では、外来で放

射線療法中の乳がん患者に焦点をあて、PIL テストを手がかりとした看護介入の乳がん患者に

対する有効性と看護師が行う精神心理的苦痛の軽減へのケアとして、PIL テストを手がかりと

した看護介入の活用可能性について示唆を得たいと考えた。 
 
２．研究の目的 

外来で放射線療法中の乳がん患者に PILテストを手がかりとした看護介入を行なうことが、患者

の精神心理的苦痛の軽減に有効かを検証すること、さらに、PIL テストを手がかりとした看護介入

の活用可能性についての示唆を得ることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
1）外来で放射線療法を受ける乳がん患者への調査 

（1）研究期間：2017年 1月～2019年 4月 

(2)研究対象：A病院に通院して放射線療法をうけている乳がん患者で、会話が可能、病名・病状

の告知がされている、はじめて放射線療法を受ける患者とし、介入群と対照群の調査は期間を

決めて行う。 

(3)介入群への看護介入プログラム：放射線治療開始時に PILテストを実施し、記述された内容

を手がかりに人生観（「人生観」「病気・苦悩観」「死生観」「自殺観」）をイメージしやすいよ

うに作成した図を提示し、「過去」「現在」「未来」の時間軸に基づいて対話する。面接時間

は 30分を目安とする。 

(4)介入の効果の評価：Quality of Life Radiation Therapy Instrument（以下、QOL-RTI）6）日

本語版、Mental Adjustment to Cancer日本語版 7）の質問紙記載と、介入群への半構造化面接

で行う。 

(5) データ収集方法 

放射線治療センター看護師から紹介された患者に研究者が口頭と文書で研究の説明を行い研

究参加の同意を得た後、質問紙調査を行う。調査は 3 時点(放射線治療開始時、終了時、終了 3



か月後)で行う。看護介入の感想について、介入群の患者に、治療終了 3 ヶ月後、半構造化面接

を実施する。 

(6）分析方法 

① 両群間比較では、QOL－RTI 日本語版、MAC 日本語版は治療開始時と治療終了時、治療終

了後 3ヶ月について 2要因（2×3）分散分析を行う。 

②介入群の患者のインタビュー内容は、質的帰納的に分析し、カテゴリー化する。 

 

2) 放射線治療センターに配属されている看護師への調査 

(1）研究期間：2017年 1月～2019年 4月 

(2)研究対象：本看護介入の場面に同席した看護師とする。 

(3) データ収集方法 

看護介入の場面に同席した感想や看護介入に関する評価について、半構造化面接を実施する。 

(4)分析方法 

逐語録を基に質的帰納的に分析し、カテゴリー化する。 
【倫理的配慮】 
石川県立看護大学倫理委員会、金城大学倫理委員会及び調査協力施設の倫理委員会の承認を得
て行った。 
４．研究成果 
<外来で放射線療法中の乳がん患者へのＰＩＬテストを手がかりとした看護介入の効果> 
1）対象者の概要 

介入群 15名(平均年齢 51.6±14.8歳)、対照群 15名(平均年齢 58.0±10.6歳)を分析対象とした。

(回収率 100％、有効回答 95％)。両群の基本属性(年齢、照射量、職業、婚姻、子供。居住形

態、病期)に偏りはなかった。 

2）QOLと心理的適応への効果 

QOL－RTI の 2 要因分散分析では、QOL 総得点および QOL 下位概念に有意差はなかった。

MAC の 2要因分散分析では、Anxious Preoccupation(予期的不安)得点において、交互作用が

見られた(F(2,56)=2.44,p＜.10)。対照群における時期の単純主効果が有意であり(F(2,56)=3.85, 

p＜.05)、多重比較(Bonferroni 法)の結果、有意ではなかった。対照群では開始時より終了時の

予期的不安が高くなり、3か月後には低下するパターンを示し、介入群では予期的不安の時期の

違いがみられなかった。MAC 日本語版の MACFighting Spirit(前向きな態度 )得点、

MACFatalism(運命論的態度)得点については、時期の主効果が有意であり、 (それぞれ F(2, 

56)=6.91,p＜.01; F(2,562)=4.49,p＜.05。多重比較(Bonferroni 法)の結果、3 ヶ月後が開始時よ

りも低い得点を示した。MACHelpless/Hopeless(絶望感)得点は、介入の主効果が有意であった

(F(1, 28)=4.41,p＜.05) 介入無しの方が介入有りよりも高い得点を示した。 

 
図 1  Anxious Preoccupation得点 

 



3）介入群の放射線療法終了 3か月後の面接結果 

[   ]はカテゴリーを示す 

対象者は、13名で平均年齢 53±15.5歳、面接時間は平均 19.4±8.5分であった。対象者のイン

タビューから、看護介入の評価として、34のコードが抽出された。それらは、[自己洞察の機会]、

[語ることで楽になる] [病気の認識] [目的を意識化] [変化がない]という 5カテゴリーにまとめら

れた。 

4）考察 

今回の介入により、QOL心理／精神への影響がみられなかったことには、介入群の絶望感の

低さが関与していることが考えられた。対照群の予期的不安が治療中増すパターンに比較し、介

入群では変化がみられなかった。看護介入の評価で「目標を意識化」にみられたように、PILテ

ストを記載し、対話したことによって自分なりの過去を意味づけ、今をどう生きるかが意識され

たことによって、病気を抱えて生きることへの不安が軽減され、予期的不安が変化しなかったこ

とが考えられた。また、PILテストを用いることで患者の生き方が可視化され、それによっ

て、自己距離化が図られ、混沌とした中で思考の整理がなされている様子が伺えた。また、

辛い状況にあっても対話によって人生への意味付けがされている様子も伺え、看護介入を

きっかけに語ることが辛さを軽減する機会となっていた。看護師が、放射線治療通院中の短

い滞在時間の中で効果的に実施できる心のケアとして有用であることが示唆された。 

< PILテストを手がかりとした看護介入に対する看護師の評価> 

1）対象者の概要 

 対象者は 4名であった。年齢は 40代 3名、60代 1名であった。 

2）看護介入に対する評価 

[   ]はカテゴリーを示す。 

看護介入に同席してもらった看護師からの評価として、[患者理解が促進される][患者への利益

がある][治療室看護の範疇ではない][マンパワーとスキルが必要][患者対応に戸惑いが生じ

る][ツールによって踏み込んだ関わりができる]にまとめられた。 

3）考察 

看護師は、この介入が患者の内面を引き出すツールとして有効であると認識していた。し

かし、放射線療法中の看護として、患者の生き方にかかわる必要性には賛否がみられ、導入

することへの抵抗もみられた。一方で、看護師がこの介入を活用するには、緩和ケアの知識

や患者の思いを引き出すコミュニケーションスキルの獲得、マンパワーの確保が必要との

意見があり、臨床での活用を可能にする教育の方向性が示唆された。 
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